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9 月例会は「美しい夏キリシマ」 

祝会員 2 0 0 人達成！  

【会員数 2 0 0 人を超える】 
 2002 年 7 月の第 1回例会のときは、会員数は約90 人で

したが、2年がかりでようやく 216 人となりました。 

はじめ、定例の映画鑑賞会を継続する活動のためには、

少なくとも 250 人の会員が必要と考えていただけに、内情

を知っている運営委員は、活動が存続できるか少し不安だ

ったと思います。その後、フィルム使用料の高い作品の上

映回数や、会場、印刷物の経費を抑えることで、約 200 人

の安定会員数であれば会の維持ができると感じるように

なりました。それだけに、前回例会で会員数 200 人を達成

したことは、加古川シネマクラブが、今後も安心して活動

できる感覚を実感したうれしい出来事でした。 

会員数の内訳について細かに説明すると、郵便局自動払

込(都合による長期分現金前納を含む)会員は 165 人で、51

人は 4箇月分会費を現金で支払いその後の手続きを終えて

いない会員となります。まだ、自動払込手続をしていない

方は、お手数ですが郵便局での手続きをお願いします。 

【前回例会の報告】 

 7 月 13 日の例会では、貧しい田舎のおばあちゃんの家で

わがままな都会育ちの男の子が過ごす韓国映画｢おばあち

ゃんの家｣を 165 人で鑑賞しました。まず、字幕が見にく

いフィルム状態であったことはお詫びいたします。 

 貧しくて弱くて何もできないおばあちゃんが、純粋にた

だひたすらに娘や孫のことを思い続け、そのことの偉さが

じわじわと伝わってくる作品でした。役者では演じられな

い本物のおばあちゃん(キム・ウルブン)をキャスティング

するのですから監督もなかなかのものです。 

 さて、後日この例会参加者のおひとりから、寄付金を添

えた礼状が届きました。｢“おばあちゃんの家”大変感動

致しました。私にも映画の少年と同じように祖母を困らせ

てばかりいた思い出があります。｣からはじまり、お婆様

の思い出の文章とともに、このすばらしい映画を観る機会

をいただいたことへの感謝のことばがありました。 

この会をはじめ映画にかかわる人にとって、「よかった

…」と思う瞬間です。 

【次回例会のご案内】 

■名称／第 14 回例会「美しい夏キリシマ」(117 分) 

■日時／2004 年 9 月 17 日(金) 

①PM2:00～②PM4:20～③PM6:30～(3 回目時間注意) 

■場所／加古川総合文化センター大会議室(JR 東加古川駅北

へ徒歩 15 分、車は加古川バイパス加古川東ランプ北へすぐ) 

■受付／入会手続きが終わっている方は、受付に同封の

「例会参加券」をお渡しください。 

入会手続きを行っていない方は、受付で 4箇月分の会費

(2000 円)を納入し入会手続きを終えてから、「例会参加券」

をお受取りください。 

■作品データ 

タイトル：美しい夏キリシマ 

監督：黒木和雄 

出演：柄本佑、小田エリカ、石田えり、香川照之、 

  左時枝、牧瀬里穂、原田芳雄 

データ：2002 年、日本、カラー、1時間 57 分、35mm 

ジャンル：ドラマ／ヒューマン 

その他：文部科学省選定、日本映画ペンクラブ特別推薦、

優秀映画鑑賞会推薦、2003年度キネマ旬報ベス

ト・テン日本映画第1位、同日本映画監督賞、同

日本映画新人男優賞、2003年度日本映画ペンクラ

ブ会員選出ベスト5日本映画第１位、2003年度日

本映画批評家大賞新人賞・同助演男優賞 

■監督(黒木和雄)メッセージ  

『美しい夏キリシマ』は戦争を描いた映画です。 

 しかし、殺し殺される凄惨な戦場が舞台ではありません。

敗戦間近な南九州の片田舎の物語です。私は 15 歳の少年

でした。そこでも人々は悲しみ、笑い、苦しみ、愛しあっ

て懸命に生きていました。半世紀たって、忘却の間にとも

すれば埋もれてしまう私自身の記憶を、渾身こめてよみが

えらせ、この映画をとおしてあの時代の哀歓と悲傷をなん

とか伝えたいと思いました。 

 この映画を、戦争の足音が間近に聞こえてくるような

日々のなか、あかるい未来を望む観客の皆様の魂のみぎわ

にまでお届けできればと切に願っています。 

【手伝ってください】(活動協力のお願い) 

 加古川シネマクラブは、映画鑑賞を中心とするクラブ活

動です。会員数が増える中、一部の運営委員の負担が大き

くなっています。以下の作業で、手伝えるものがあれば、

手伝ってください。作業中のおしゃべりは楽しいはずです。 

①会場準備(例会当日 13:00 集合)、②会場片付(例会当日、

最終回後 20 分程度)、③受付(例会 20 日前までに担当日時

を電話などで要調整)、④ニュースなどへの投稿(随時、郵

便、ファックスや電子メール、例会アンケート添付など)、

⑤会員勧誘とチラシの配布(随時、配布先、必要枚数、受

渡し方法をお知らせください)、⑥宛名書、紙折、封詰な

ど発送作業(例会の約半月前の運営委員会場、日時はホー

ムページや電話で要確認)、⑦ニュース・参加票の作成、

⑧チラシの作成、⑨ホームページづくり。(③⑥は人手不

足中)(⑦⑧⑨は打合せ日程調整が必要) 
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